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より、hΔEF では hWT に比べて形質膜や細胞質へ局在変化が殆ど起こらな
かった。hΔcoil では、hWT に比べてリソソームへの局在化が増大し、リ
ソソームの大きさが変化した。従って、EF ハンドドメインは Ca2+流入によ
る局在変化に必要であり、コイルドコイルドメインは局在化やオルガネラ
形成に重要であると推測される。 
以上のように本論文はヒトRab44の局在化とオルガネラ形成に関する研究
に貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博士（歯学）の学位
に値するものと判断した。 
 
